
新潟県令和７年度「地域支援事業の取組状況調査」（Ｒ７年５月実施）
【調査票４】認知症総合支援事業等

カフェの目的
認知症の人や家族の語らいの場、地域住民との交流、認知症について学ぶ場、
介護等の相談の場

カフェの目的
認知症本人や家族の語らいの場、地域住民との交流、認知症について学ぶ場、
介護等の相談の場

1回あたりの参加者数 約5名 参加費 １００円(お昼代５００円)

実施内容 自由な交流の場の提供、介護予防体操

参加費 200円

実施内容
自由な交流の場の提供、歌・ゲーム・手芸、参加者の希望によるプログラムの提
供

名　　　称 二王子カフェ

実施主体 介護老人保健施設二王子

運営主体(実施主体と
異なる場合のみ記入）

人員体制
介護老人保健施設二王子に所属する理学療法士・栄養士・介護福祉士・社会福
祉士・事務職員を中心に4～5名程度

開催場所 介護老人保健施設二王子施設内

開催頻度 2か月に1回（偶数月） 開始年月 平成30年8月

新発田市

カフェの目的
本人や家族の語らいの場、地域住民との交流、認知症について学ぶ場、介護等
の相談の場

人員体制
傾聴ボランティア２名、認知症ケア専門士1名、作業療法士1名、地域包括支援
センター職員

開催場所 コンフィ陽だまり苑

開催頻度 月１回 開始年月

プチオレンジカフェ実行委員会（事務局：新発田中央地域包括支援センター）

運営主体(実施主体と
異なる場合のみ記入）

人員体制
認知症の人、家族、認知症地域支え合いメイト（ステップアップ講座を受講した認
知症サポーター）等8名、中央地域包括支援センター職員1名で運営

開催場所 健康長寿アクティブ交流センター

開催頻度 月1回 開始年月 平成29年3月

1回あたりの参加者数 約30名

名　　　称 よりそいカフェ「しゃんしゃん」

実施主体 新発田南地域包括支援センター

運営主体(実施主体と
異なる場合のみ記入）

平成28年6月

1回あたりの参加者数 １０名 参加費 １００円

実施内容 自由な交流の場の提供、認知症予防の体操・ゲーム、認知症・介護相談

名　　　称 プチオレンジカフェ

実施主体
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【調査票４】認知症総合支援事業等

カフェの目的
認知症の人や家族の語らいの場、地域住民との交流、認知症について学ぶ場、
介護等の相談の場

カフェの目的 認知症の人や家族の語らいの場、地域住民との交流、

カフェの目的
本人や家族の語らいの場、地域住民との交流、認知症について学ぶ場、介護等
の相談の場

開催場所 ボランティアセンター

開催頻度 月1回 開始年月 令和４年９月

1回あたりの参加者数 ２０名程度 参加費 200円

実施内容
自由な交流の場の提供、歌・ゲーム・手芸、参加者の希望によるプログラムの提
供

開催頻度 毎週火曜日 開始年月 令和2年10月

1回あたりの参加者数 15人程度 参加費 無料

実施内容
自由な交流の場の提供、通いの場「ときめき週1クラブ」（介護予防体操）と同日
開催

名　　　称 なないろのわ

実施主体 なないろのわ実行委員会（事務局：新発田中央地域包括支援センター）

運営主体(実施主体と
異なる場合のみ記入）

人員体制
地域ボランティア、看護学生ボランティア、中央包括支援センター職員の１０名程
度

1回あたりの参加者数 約10名 参加費 200円

実施内容
自由な交流の場の提供、歌・ゲーム・手芸、参加者の希望によるプログラムの提
供

名　　　称 だいこんの花

実施主体 個人（認知症支え合いメイト）

運営主体(実施主体と
異なる場合のみ記入）

人員体制
実施主体の個人（認知症地域支え合いメイト）が中心となって健康づくり組織の
人の協力で運営

開催場所 住吉公会堂

名　　　称 みんなの茶の間

実施主体 新発田市東地域包括支援センター

運営主体(実施主体と
異なる場合のみ記入）

人員体制 地域ボランティア2名と東地域包括支援センター職員1名

開催場所 川東コミュニティセンター

開催頻度 月1回 開始年月 平成30年3月
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【調査票４】認知症総合支援事業等

カフェの目的
認知症の人や家族の語らいの場、地域住民との交流、認知症について学ぶ場、
介護等の相談の場

カフェの目的
認知症の人や家族の語らいの場、地域住民との交流、認知症について学ぶ場、
介護等の相談の場

カフェの目的
認知症の人や家族の語らいの場、地域住民との交流、認知症について学ぶ場、
介護等の相談の場

実施主体 新発田北地域包括支援センター

運営主体(実施主体と
異なる場合のみ記入）

人員体制 地域ボランティア４人、包括支援センター職員２人

開催場所 健康プラザしうんじ

開催頻度 月１回 開始年月 平成31年3月

1回あたりの参加者数 １６人 参加費 １００円

実施内容 自由な交流、レクリエーション、介護相談

運営主体(実施主体と
異なる場合のみ記入）

人員体制 実施主体の個人（認知症の人と家族の会世話役）の一人

開催場所 寺町たまり駅（市が経営委託）

開催頻度 月1回 開始年月 令和５年１月

1回あたりの参加者数 ７名程度 参加費 飲食代実費

実施内容 自由な交流の場の提供

名　　　称 むらさきの家よこたまカフェ

人員体制 地域包括支援センター職員、施設職員（理学療法士含む）４名

開催場所 陽だまり苑ふぇりあ

開催頻度 週１回 開始年月 令和４年５月

1回あたりの参加者数 ４０人程度 参加費 300円

実施内容 認知症・介護予防体操、自由な交流の場、介護等相談

名　　　称 D（だれでも）カフェ

実施主体 個人（認知症の人と家族の会世話役）

名　　　称 ふらいでぃ教室

実施主体 新発田南地域包括支援センター

運営主体(実施主体と
異なる場合のみ記入）
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開催頻度
昼時間帯と夜間時間帯とも各
月１回

開始年月 令和６年２月～

カフェの目的
本人や家族の語らいの場、地域住民との交流、認知症について学ぶ場、介護等
の相談の場

1回あたりの参加者数 ３０～４０名 参加費 飲食代実費

実施内容 自由な交流の場　スタッフとの相談

1回あたりの参加者数 ２０名程度 参加費 200円

実施内容
自由な交流の場の提供、歌・ゲーム・手芸、参加者の希望によるプログラムの提
供

カフェの目的
本人や家族の語らいの場、地域住民との交流、認知症について学ぶ場、介護等
の相談の場

名　　　称 ほっこりいいでカフェ

実施主体 介護老人保健施設いいでの里

運営主体(実施主体と
異なる場合のみ記入）

人員体制
施設職員と専門職(精神保健福祉士、認知症サポート医、介護福祉士、司法書
士等)ボランティア

開催場所 スターバックスコーヒー新発田小舟店

実施内容 ミニ講和（健康維持について）、歌に合わせて体操、レクリエーション

名　　　称 みんなの茶の間　五十公野

実施主体 新発田東地域包括支援センター

運営主体(実施主体と
異なる場合のみ記入）

人員体制 地域ボランティア2名と東地域包括支援センター職員

開催場所 金蘭荘

開催頻度 月1回 開始年月 令和５年度～

名　　　称 にこにこえがお

実施主体 新発田西地域包括支援センター

運営主体(実施主体と
異なる場合のみ記入）

人員体制 包括1名、認知症地域支え合いメイト２～４名、認知症認定看護師1名

開催場所 新発田リハビリテーション病院

カフェの目的
本人や家族の語らいの場、地域住民との交流、認知症について学ぶ場、介護等
の相談の場

開催頻度 月１回 開始年月 令和５年５月

1回あたりの参加者数
１０名程度、（２～４名は入院
患者）

参加費 無料
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【調査票４】認知症総合支援事業等

カフェの目的
本人や家族の語らいの場、地域住民との交流、認知症について学ぶ場、介護等
の相談の場

運営主体(実施主体と
異なる場合のみ記入）

人員体制 医師（認知症サポート医）1名、施設職員3名程度

開催場所 特別養護老人ホーム　くるま乃　地域交流スペース

開催頻度 月1回 開始年月 平成27年7月

1回あたりの参加者数 6～10名 参加費 無料

実施内容 認知症に関する講義・介護相談・体操

名　　　称 くるま乃カフェまなびや

実施主体 特別養護老人ホーム　くるま乃


